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メガシンカの諸像― 

『ケルディオ』と『マギアナ』における「絆」と「他者」 

文責：taka 

1. はじめに～「ポケモン文化論」宣言～ 
 筆者は「Pokémonが “Culture” になる時代へ」と題したエッセイ1の中で、昨年、世界中で社会

現象ともなった『Pokémon Go』の爆発的なヒットを筆頭に、ポケモンが世界的な文化として受容

されていく様子を論じた。『Pokémon Go』の世界的な流行と、『サン・ムーン』の世界同時発売が

行われた 2016年は、ポケモンの歴史の中で重要な年として位置づけられるだろう。もはやポケモ

ンは「ゲーム」という枠組みを超えて、社会の在り様と無関係ではいられない「文化」と呼ぶべ

きものへと変容しており、ポケモンは社会を映す文化的な鏡や、社会を覗き込むためのレンズと

して見なすことができる。そして、ポケモンという文化を考察して社会の様子を論じるのが、筆

者が「ポケモン文化論」と名付ける試みである。 

 しかし、このエッセイにおいて「ポケモン文化論」を論じるために、筆者は①『Pokémon Go』

の世界的ヒット、②『サン・ムーン』の世界同時発売、③株式会社ポケモンの社是「ポケモンと

いう存在を通して、現実世界と仮想世界の両方を豊かにすること」が複数の言語に翻訳されてウ

ェブサイトに載っていること、④「外国へ転校した日本の少年がポケモンのゲームを通して現地

の子供たちと関係を築く」という『サン・ムーン』のテレビ CM、の 4つを扱っているが、このエ

                                                   
1 「Pokémonが“Culture”になる時代へ」2016年冬コミ『ポケモン特集号 第 19号』63-66ペー 

ジ。 
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